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☆ 

七
月
例
会 

 
 

日
時 

7
月
8
日(
土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備(

敬
称
略) 

 
 

一
色
初
代
、
小
西
敏
晴
、足
立
幸
子 

 

☆ 

八
月
例
会
は
休
会
、茶
話
会
実
施 

 

日
時 

8
月
9
日(

水) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
自
治
会
館 

3F
会
議
室 

内
容 

出
席
者
間
で
の
情
報
交
換 

 

メ
イ
ン
テ
ー
マ 

① 

私
の
勧
め
る
一
冊
の
本 

 
 

② 

知
り
た
い
事
、聞
き
た
い
事 

◎ 

お
願
い
! 

参
加
者
募
集
中 

 

岸
連
絡
先(

右
記
携
帯
番
号)

又
は

例
会
で
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

参
加
〆
切
は
８
月
５
日(

土) 

 

参
加
費
は
一
人
３
０
０
円
で
す
。 

    ◎ 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
会
員
の
活
躍 

 

丹
波
新
聞
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
我

が
倶
楽
部
会
員
さ
ん
の
活
躍
の
一
端
を 

活
動
母
体
毎
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

     

な
お
、
連
続
講
座
に
つ
い
て
は
、
逐
次
、

内
容
等
を
か
わ
ら
版
に
掲
載
し
ま
す
。 

 
 ☆ 

「
歴
楽
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」 

主
催 

竹
田
地
区
自
治
振
興
会 

歴
史
好
き
が
集
ま
っ
て
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
が
提
示
す
る
テ
ー
マ
に
添
っ
て
楽
し
み

な
が
ら
懇
談
す
る
自
由
参
加
形
式
で
、

「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
の
よ
う
に
、調
べ
て

い
る
事
や
知
り
た
い
事
を
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
情
報
交
換
す
る
場
も
設
け
ら
れ

て
い
る
。
活
動
の
中
心
者
が
市
島
町
史
実

研
究
会
長
の
青
木
正
文
さ
ん
、
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
役
が
同
会
の
山
内
順
子
さ
ん 

 

第
一
回
は
５
月
２７
日
に
開
催
さ
れ
、

テ
ー
マ
は
「
石
像
寺
の
雲
版
や
半
鐘
と
丹

波
地
域
の
鋳
物
師
た
ち
」
で
、
解
説
は
山

内
さ
ん
、
綿
密
な
考
証
に
参
加
者
も
大

満
足
、
後
の
茶
話
会
も
質
問
や
補
足
発

言
続
出
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

次
回
は
６
月
１７
日(

土)

午
前
１０
時

～
正
午
、
竹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

テ
ー
マ
は
「
清
薗
寺
の
絵
馬
」 

午
後
か
ら
現
地
見
学
会
も
予
定 

第
三
回
は
、
9
月
30
日(

金)

、
以
降
の

詳
細
は
青
木
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

参
加
費
は
一
回
５
０
０
円
、
申
込
先
は
、

青
木
さ
ん(

０
８
０
‐３
８
２
５
‐７
５
１
３) 

 

☆ 

「
歴
楽
Ｔ
Ａ
M

B
Ａ  

」 

 

主
催 

柏
原
自
治
協
議
会 

神
戸
大
学
特
命
准
教
授
松
下
正
和
氏

監
修
の
「
丹
波
地
域
歴
史
講
座
」
、
奇
数

月
の
第
三
金
曜
日
１０
時
半
～
１２
時 

柏
原
自
治
会
館(

９
月
22
日
の
み
「
た

ん
ば
黎
明
館
」) 

各
回
ユ
ニ
ー
ク
な
分
野
の
研
究
者
が

登
壇
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
参
加
者
に
よ

る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
を
設
け
る
。 

第
一
回
は
５
月
19
日
開
催
、
松
下
先

生
か
ら
『
古
文
献
・錦
絵
に
見
る
丹
波
地

域
の
「
特
産
品
」
』
と
題
し
て
、
延
喜
式

「
主
計
上 

廾
四
」
に
記
載
さ
れ
た
丹
波

地
域
の
貢
納
物
や
明
治
初
期
の
錦
絵

「
大
日
本
物
産
絵
図
」
に
描
か
れ
た
氷
上

郡
の
特
産
品
「
ひ
う
ち
石
」(

柏
原
町
上

小
倉
?)

の
考
察
が
語
ら
れ
、
後
半
は
茶

話
会
形
式
で
の
参
加
者
か
ら
質
疑
と
先

生
の
応
答
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
、
歴
史

好
き
に
は
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。 

次
回
は
、
７
月
２１
日(

金)

午
前
十
時

半
～
正
午
ま
で
、柏
原
自
治
会
館 

講
師
は
狛
犬
・地
域
研
究
者
の
山
内
順

子
さ
ん
、
発
表
テ
ー
マ
は
「
丹
波
に
オ
オ

カ
ミ
が
居
た
頃
」 

参
加
費
は
一
回
３
０
０
円
、
申
込
先
柏
原

自
治
協
議
会(

０
７
９
５
‐７
３
‐０
１
９
８) 

 

☆ 

丹
波
市
教
委
「
歴
史
講
座
」 

 

丹
波
市
と
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学

研
究
科
の
地
域
連
携
協
定
に
基
づ
く
歴

史
資
料
の
調
査
・研
究
成
果
を
市
民
に
広

く
周
知
す
る
た
め
の
歴
史
講
座 

本
年
度
も
各
町
住
民
セ
ン
タ
ー
持
ち

回
り
で
六
回
開
催
、 

11
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、当
会
会
員 

平
岩
泰
典
氏
が
「
幕
末
期
旗
本
平
岩
氏

の
家
政
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

ま
す
。
費
用
は
無
料
、申
込
不
要
で
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
演
内
容
の
一
部
は
『
神

戸
大
学
大
学
院
人
文
研
究
科
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
年
報
第
８
号
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
可) 

 

☆ 

い
ち
じ
ま
史
研 

第
６１
号 

 

関 

靖
代
会
員 

「
高
見
對
馬
守
由
緒
の
紹
介
」
を
掲
載 

山
内
順
子
会
員 

「
一
宮
神
社
本
殿
の
彫
刻
に
つ
い
て
」

を
掲
載 

     ◆ 

山
南
町 

 
 
 

た
そ
が
れ
式
部 

(

久
保 

小
枝
子
様) 

 

謎
解
き
古
文
書 

「
遊
び
を
せ
ん
と
や
う
ま
れ
け
む
…
」

古
謡
に
あ
る
よ
う
に
、
私
も
い
つ
の
頃
か

ら
か
、
四
苦
八
苦
悩
み
ご
と
は
尽
き
な

い
け
れ
ど
、楽
し
く
豊
か
な
人
生
を
送
ろ

う
と
思
い
始
め
ま
し
た
。 

と
は
言
う
も
の
の
、
私
の
一
番
の
遊
び

は
、
庭
や
畑
で
、
花
木
や
野
菜
を
育
て
る

と
い
う
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
す
。
他
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、古
文
書
倶
楽
部

も
そ
の
一
つ
に
数
え
れ
ば
語
弊
が
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

長
年
続
い
た
古
典
文
学
講
座
も
、
講

師
の
雑
学
的
と
言
っ
て
も
良
い
よ
う
な

広
範
な
知
識
に
魅
了
さ
れ
、
古
代
の
ロ
マ

ン
に
心
を
遊
ば
せ
、仲
間
達
と
支
え
あ
い

  
事

務

連

絡

(

高

札

場

)
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

-
-

 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

   

情

報

発

信

(

読

売

り)
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励
ま
し
あ
っ
て
学
び
続
け
て
行
く
こ
と
の

喜
び
を
、
今
も
心
に
留
め
て
い
ま
す
。 

冷
泉
家
の
時
雨
亭
文
庫
で
定
家
の
日

記
『
明
月
記
』
他
、
多
く
の
古
文
書
が
公

開
さ
れ
た
折
、
そ
の
圧
倒
的
な
量
に
接

し
、
平
安
の
王
朝
文
化
の
空
気
が
伝
わ
っ

て
き
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。 

縁
あ
っ
て
古
文
書
倶
楽
部
の
一
員
に

加
え
て
い
た
だ
い
て
か
ら
約
一
年
、
木
村

先
生
が
、
黒
板
に
字
の
く
ず
れ
過
程
を
丁

寧
に
解
説
指
導
し
て
く
だ
さ
る
お
蔭
で
、

少
し
ず
つ
面
白
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。 ま

た
、
古
文
書
か
わ
ら
版
は
、
私
に
と

っ
て
は
応
援
歌
で
す
。
経
験
を
異
に
し
た

仲
間
達
の
役
に
立
つ
情
報
を
も
っ
と
知

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ◆ 

特
別
寄
稿(

自
己
紹
介
を
兼
ね
て) 

春
日
町 

 
 
 

岡
田 

康
雄
様 

「
荻
野
輝
次
日
記
に
つ
い
て
」 

 

昨
年
十
二
月
よ
り
熱
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
事
は
荻
野
輝
次
日
記
の
コ
ピ

ー
取
り
製
本
及
び
解
読
と
整
理
で
す
。 

 

こ
の
日
記
に
つ
い
て
は
深
尾
須
磨
子

の
調
査
研
究
を
さ
れ
て
い
る
一
色
哲
八

氏
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
事
が
始
ま
り

で
す
。 

 

荻
野
家
は
私
の
家
か
ら
三
〇
〇
m
ほ

ど
離
れ
た
所
に
あ
り
ま
す
。
屋
敷
跡
は

田
に
な
り
庭
の
一
部
と
八
幡
宮
は
今
も

あ
り
ま
す
。
春
日
町
観
光
協
会
が
建
て

た
深
尾
須
磨
子
生
誕
の
地
の
石
碑
や
須

磨
子
の
詩
碑
が
あ
り
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
。 N

H

K
で
春
日
局
が
放
映
さ
れ
た

頃
に
は
観
光
ル
ー
ト
に
な
り
大
型
観
光

バ
ス
も
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
が
最
近
で

は
観
に
来
る
人
も
皆
無
と
な
り
さ
び
し

い
限
り
で
す
。 

 

こ
こ
で
荻
野
家
に
つ
い
て
少
し
述
べ
る

と
父
は
荻
野
小
次
郎
福
秀
と
い
い
郷
士

で
あ
っ
た
様
で
す
。
輝
次
は
第
三
子
長
男

と
し
て
明
治
九
年
八
月
一
日
生
ま
れ
で

す
。
し
げ
の(

深
尾
須
磨
子)

は
第
七
子

五
女
と
し
て
明
治
二
十
一
年
十
一
月
十

八
日
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
輝
次
日
記
に
つ
い
て
は
明
治
二

十
七
年
一
月
一
日
に
始
ま
り
二
十
八
年

二
十
九
年
三
十
年
三
十
二
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
あ
り
ま
す
。
途
中
何
個
所

か
は
欠
落
し
て
お
り
ま
す
が
毎
日
毎
日

の
出
来
事
を
詳
細
に
記
録
し
て
お
り
ま

す
。 明

治
二
十
八
年
の
巻
末
に
は
こ
の
日

記
に
つ
い
て
の
心
意
気
を
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る(

左
上
の
資
料
参
照) 

 

村
の
こ
と
近
隣
の
こ
と
神
社
や
寺
の

こ
と 

 

彼
は
大
路
小
学
校
の
訓
導
を
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
学
校
の
こ
と
な
ど
実
に

詳
細
に
書
い
て
お
り
ま
す
。 

 

特
に
明
治
二
十
七
年
二
十
八
年
の
日

清
戦
争
前
後
の
こ
と
な
ど
詳
細
に
記
述

さ
れ
て
お
り
国
家
権
力
が
小
学
校
教
育

を
通
し
て
軍
国
化
さ
れ
て
い
く
様
子
が

み
て
と
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

日
記
の
文
体
は
江
戸
期
の
古
文
書
と

現
代
文
の
中
間
の
様
な
感
じ
で
す 

 

と
て
も
二
十
才
前
後
の
青
年
が
書
い

た
日
記
と

思
え
な
い

文
章
で
す 

百
二
十
年

後
の
私
達

が
読
ん
で

も
読
み
ご

た
え
の
あ

る
も
の
で

す
。 

 

こ
の
日

記
は
春
日

町
棚
原
公

民
館
に
寄

託
せ
ら
れ

昨
年
九
月

十
七
日
ラ

イ
フ
ピ
ア

い
ち
じ
ま

に
於
て
神
戸
大
学
大
学
院
講
師
前
田
結

城
先
生
が
こ
の
日
記
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

 

輝
次
日
記
は
明
治
三
十
二
年
十
二
月

三
十
一
日
で
終
わ
り
そ
れ
以
降
の
事
は

何
も
わ
か
ら
な
い
、
荻
野
家
は
そ
の
後
明

治
三
十
五
年
前
後
の
頃
に
家
屋
敷
を
処

分
し
て
母
妹
と
三
人
で
京
都
へ
行
っ
た

と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 

以
上 

  

    

読
書
離
れ
が
進
む
昨
今
、
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
と
言
う
取
組
が
注
目
を
あ
つ
め

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、 

http
:/
/
w
w
w
.b
ib
liob

attle
.jp

/
 

を
参
照
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
に
倣
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

８
月
の
茶
話
会
で
は
、
自
分
が
読
ん
で
面

白
か
っ
た
本
の
う
ち
で
、
興
味
あ
る
人
は

是
非
読
ん
で
く
だ
さ
い
、と
他
人
に
勧
め

た
い
本
を
各
自
一
冊
持
参
し
て
も
ら
い
、

薦
め
る
理
由
を
手
短
に
説
明
し
て
も
ら

い
た
い
、と
思
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
の
疑
問
点
を
発
表
し
て
も
ら
っ
て
も
結

構
で
す
。 

か
わ
ら
版
の
情
報
発
信
機
能
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

古
文
書
関
連
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
関
す
る
情
報
を
編
集
者
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
会
員
個
人

の
他
団
体
で
の
活
動
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
奮
っ
て
投
稿
く
だ
さ
い
。 

編
集
後
記(

金
棒
引
き)

 


